
 

 

令和５年６月９日                                  

電動化による東海地方の自動車産業への影響と今後の展望 

 ～「100 年に一度」の大転換を超えて～ 
 

－自動車産業を取り巻く環境変化に関する最新動向－（開催案内） 

昨今の自動車産業では、ＣＡＳＥ・ＭａａＳの潮流、加えてカーボンニュートラルに向

けた対応に迫られています。こうした大きな変革期に直面する中で、自動車産業を支える

中堅・中小部品サプライヤー企業においても、自らを変化・変革する取組を進めていくこ

とが重要となります。 

中部経済産業局では、変革に取り組む中堅・中小部品サプライヤー企業に対して、自動

車産業を巡る環境変化や最新動向に関する情報発信や伴走型支援等を行い、攻めの事業転

換・事業再構築に向けた支援（※自動車産業ミカタプロジェクト）を行っています。 

今回、国際経営論や自動車産業論を専門として、愛知県のほか九州・東北地域等の自動

車産業振興策にも参画する名城大学経営学部 田中教授から、昨年１２月に実施した岐阜

・愛知・三重の自動車関連企業へのアンケート調査を踏まえ「電動化による東海地方の自

動車産業への影響と今後の展望 ～「１００年に一度」の大転換を超えて～」と題して講

演いただくとともに、ミカタプロジェクトの紹介や個別相談会を含めたセミナーを開催し

ます。 
 

１．本セミナーの概要 

・日 時：令和５年７月２０日（木）１３：３０～１５：４０ 

・開催形式：会場・オンラインのハイブリッド開催 

・定 員：会場（５０名）・オンライン（１５０名） 

２．申込方法 

下記ＵＲＬから申込みください。（申込締切：令和５年７月１４日（金）） 

https://forms.office.com/r/RUFjpA0tp4 

３．そ の 他 

プログラム・講師等の詳細は、別紙を参照ください。 

 
※自動車産業ミカタプロジェクト（伴走型支援） 

自動車産業ミカタプロジェクトは、自動車産業に関わる中堅・中小企業者の脱炭素に
向けた『見方』を示し、企業の『味方』としてサポートする事業です。具体的には、
自動車の電動化の進展に伴い、需要の減少が見込まれる自動車部品に関わる中堅・中
小企業者が、電動車部品の製造に挑戦するといった「攻めの業態転換・事業再構築」
について、専門のコーディネーターによる窓口相談や研修・セミナー、専門家派遣等
を通じて支援する事業です。 

 （参考１）経済産業省「自動車産業ミカタプロジェクト」 
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/automobile/mikata_pro
ject.html 

（参考２）中部地域支援拠点（一般社団法人中部産業連盟 自動車サプライヤーセンター） 
https://chbmobi.meti.go.jp/ 
 

 (お問合せ先）中部経済産業局産業部製造産業課自動車関連産業室 室長 篠田 

担当：萩田  電話：０５２－９５１－２７２４（直通） 

https://www.chubu.meti.go.jp/
https://forms.office.com/r/RUFjpA0tp4
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/automobile/mikata_project.html
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/automobile/mikata_project.html
https://chbmobi.meti.go.jp/


日時：令和5年7月20日(木) 13:30～15:40

会場/オンライン

プログラム

対象：中堅・中小自動車部品サプライヤー企業等
（主として岐阜・愛知・三重の各県で事業活動を実施している方）

オンライン：Microsoft Teams
定員：１５０名

会場：オフィスパーク名駅プレミアホール 4階403室
（名古屋市中村区名駅4丁目5番27号 大一名駅ビル 4階）

定員：５０名
会場参加

オンライン参加

参加
無料

自動車産業界を取り巻く環境変化に関する最新動向

本セミナーでは、名城大学 経営学部教授 田中氏から、昨年12
月に実施した岐阜・愛知・三重の自動車関連企業へのアンケート
調査を踏まえて、当地域の自動車産業が電動化により直面する課
題や競争力の強化・事業継続・カーボンニュートラルの実現に向
けた今後の展望について解説していただきます。

時間 演題

13:30～13:40
開会
ミカタプロジェクト紹介（詳細は裏面を参照ください。）

13:40～15:00

第一部
電動化による東海地方の自動車産業への影響と今後の展望
～「100年に一度」の大転換を超えて～

名城大学 経営学部教授
社会連携センター長
カーボンニュートラル研究推進機構/自動車部品電動化戦略研究センター長

田中 武憲 氏

15:10～15:35
第二部
自動車部品サプライヤー向け支援施策・補助金制度等

経済産業省中部経済産業局

15:35～15:40 閉会

15:40～16:15 個別相談会（詳細は裏面を参照ください。）

電動化による東海地方の自動車産業への
影響と今後の展望
～「100年に一度」の大転換を超えて～

本事業は、経済産業省中部経済産業局から「令和5年度カーボンニュートラルに向けた
自動車部品サプライヤー事業転換支援事業」の委託を受けて実施します。



参加申込方法

・当日の録画・録音はご遠慮ください。
・(会場)当日、会場前の受付までお越しください。(名刺を1枚お持ちください)
・(オンライン)開催2日前(予定)に、登録いただいたメールアドレスあて、Microsoft Teams

の招待URLを送付します。当日は、開始10分前から入室可能となります。

主催：経済産業省中部経済産業局 自動車関連産業室
実施・運営：一般社団法人中部産業連盟 自動車サプライヤーセンター

関根、石原、奥村（TEL 052-938-3737）

下記ウェブページをご覧いただき、申し込みをお願いいたします。

【申込み〆切り】令和5年7月14日(金)
QRコードからも
申込が可能です。

田中 武憲 氏

名城大学 経営学部教授
社会連携センター長
カーボンニュートラル研究推進機構/自動車部品電動化戦略研究センター長

注意事項

問い合わせ先

講師ご紹介

個別相談会

・一般社団法人中部産業連盟は、経済産業省中部経済産業局からの委託を受けて、地域の中堅・
中小自動車部品サプライヤー企業の業態転換・事業再構築の実現に向けて、専門のコーディ
ネーターによる窓口相談やセミナーなどを通じて支援する「ミカタプロジェクト」を実施
しています。電動化対応等に関して悩みを抱えている企業の皆様におかれましては、お気軽
にご相談ください。（専用HP： https://chbmobi.meti.go.jp/ ）

・セミナー終了後、窓口相談を行うコーディネーターによる「個別相談会」を実施します。
｢自社の課題を交えた相談がしたい｣ 、｢自社技術/設備をどのように生かしたらよいか話を聞い
てみたい｣といった相談を希望される場合は、セミナー当日スタッフまでお声掛けください。
なお、希望者多数の場合は、改めて相談の日程調整を行う場合があります。

同志社大学経済学部卒。同大大学院経済学研究科博士後期課程満期退学。
1999年に名城大学商学部専任講師。翌年経営学部へ改組後、助教授、
准教授を経て2009年から教授。
専門は国際経営論、自動車産業論。国内外の自動車関連企業を訪問・調
査するとともに、愛知県、名古屋市のほか、九州・東北・北海道の自動
車産業振興策にも参画や助言を行う。

「個人情報の取扱いについて」
•提供いただいた情報は、ミカタプロジェクトの運営及び関連情報の案内に使用します。
•その取扱いは経済産業省/中部産業連盟/講師に限定し、本人の同意なく第三者に提供しません。
•経済産業省の個人情報保護方針に従い適切な保護措置を講じ、管理します。

https://forms.office.com/r/RUFjpA0tp4

https://chbmobi.meti.go.jp/
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